
2019​　​INGNI CUP 
IMG Academy Junior World Championships – Florida 
Challenge – 
日本予選大会　　 
競技規定 
◎公　　認　　　IMG Academy 
◎主　　催　　　一般社団法人Top Athlete Fellowship/TAF 
◎協　　賛　　　株式会社イングホールディングス　　　昭和住宅株式会社、その他複数予定 
◎後　　援　　　一般社団法人関西ゴルフ連盟、関西高校ゴルフ連盟、神戸新聞社　　 
◎協　　力　　　Japan Sports Training & Golf branch、PALMS　RANGE 108、　その他複数
予定 
　 
期日　２０１９年８月２６日　（月） 

場所　センチュリー三木ゴルフクラブ　​　　​〒673-0721 兵庫県三木市細川町高篠梨の木１５２​　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　男子の部＝　　　１１歳～１５歳＝6.565ヤード　（青マークティー）、１６歳～１８歳＝7.037ヤード　
（黒マークティー） 

　　　女子の部＝　　 １１歳～１４歳＝6.189 ヤード　（白マークティー）、１５歳～１８歳＝6.565 ヤード　（青マークティー） 
●カート使用条件　　全てのカテゴリーにおいてラウンド中ゴルフカートの使用を認める　　　 
（11歳～14歳のカテゴリーのみスコアラーがつきます。15歳～18歳のカテゴリーにつきましてはセルフプレーとなります。） 
１　　賞　　　　 
【男子15歳～18歳の部】優勝者に優勝トロフィー、賞状。2～3位にメダル、賞状。 
【男子11歳～14歳の部】優勝者に優勝トロフィー、賞状。2～3位にメダル、賞状。 
【女子15歳～18歳の部】優勝者に優勝トロフィー、賞状。2～3位にメダル、賞状。 
【女子11歳～14歳の部】優勝者に優勝トロフィー、賞状。2～3位にメダル、賞状。 
２　　競技の短縮 
委員会は、コースの状態が適正なるプレー不可能と判断したときには、競技規定に定めてあるホール数を短縮することができる。 
３　　タイの決定 
　　　スコアで首位がタイの場合は、次の順で順位を決定する。 
プレーオフ　　NO,1.2.3.4ホールを使用する。予備日開催の場合はカウントバック方式で順位を決定する。 
４　　記念品　　ＩＭＧＡグッズ予定 
５　　本戦　　 
本大会の各カテゴリーで優勝した選手は、本戦大会であるIMGA世界ジュニアゴルフ選手権フロリダチャレンジ本戦に必ず参加すること
を条件とします。 
本戦大会は、2019年12月14日から12月16日の日程で開催されます。（１２/４出発～１２/１３帰国予定） 
（優勝者は、本戦大会出場にかかる渡航費・食費は自己負担とし、それ以外の費用は主催者の負担といたします。） 
６　　食事 
　　　大会当日の昼食はクラブハウス前レストランにて軽食を用意します。レストランの利用はできません。 
７　　ウェルカムレセプション 
　　　開催日時 2019年8月25日（日）16：00～17：30予定　　（受付開始時間　15：30） 
場所 センチュリー三木ゴルフクラブ　クラブハウス内（レストランにて） 
参加費用 大会参加者は無料　それ以外の方は1,500円（大会参加者は原則参加すること） 
 

ローカル・ルール 
１　 アウトオブバウンズは白杭のコース側を地表レベルで結んだ線によって定められる。ただし、現にプレーするホールの白杭を結ぶ

線を越えて他のホールに止まった球はアウトオブバウンズの球とみなす。 
２　　修理地は青杭を立て、白線を持ってその縁を定める。 
３　　レッドペナルティーエリアは赤杭又は赤線によってその縁を定める。線と杭が併用されている場合は線がその縁を定める。 
４　　ジェネラルエリアにある排水溝はジェネラルエリアにある動かせない障害物とする。 
5　　特定の用具の使用制限 

a.『適合ドライバーヘッドリスト・ローカルルールひな型G‐1』を適用する。  
b.『溝とパンチマークの仕様・ローカルルールひな型G‐2』を適用する。 
c．『適合球リスト・ローカルルールひな型G‐3』を適用する。 

6  規則5.5bは次のように修正される：2つのホールのプレーの間、プレーヤーは次のことをしてはならない： 
・終了したばかりのパッティンググリーンやその近くで練習ストロークを行う。または、 
・終了したばかりのパッティンググリーンの表面をこすったり、球を転がすことによってパッティンググリーン面をテストする。 

7  危険な状況のためのプレーの中断は、1回の長いサイレンによって伝えられる。その他すべての中断は、短いサイレンの繰り返しに
よって伝えられる。どちらの場合も、プレーの再開は1回の長いサイレンによって伝えられる。（規則5.7b参照。） 

８  規則10.3aは次のように修正される：プレーヤーはラウンド中キャディーを使ってはならない。 
ローカルルールの違反の罰； 
違反がホールとホールの間で起きたり、ホールとホールの間まで続く場合、プレーヤーは次のホールで一般の罰を受ける。 

 

競　技　の　条　件 
１　　ゴルフ規則 
　  日本ゴルフ協会ゴルフ規則とこの競技のローカル・ルールを適用する。 
２　　競技委員会の裁定 
　  競技委員会は競技の条件を修正する権限を有し、すべての事柄について、この委員会の裁定は最終である。 
3　　競技終了時点 
　　　本競技は、閉会式に於いて競技委員長の成績発表がなされた時点をもって終了したものとみなす。 
 



注　意　事　項 
１ 　競技の条件やローカル・ルールに追加、または、変更のあるときは、スタートホールのティーインググラウンド付近に掲示して告
示する。 
２　 グリーンに著しく損傷を与えるシューズは使用禁止とすることがある。 
３　 練習は指定練習場で行い、打球練習場では備え付けの球を使用する。 
４　 スタート時間１０分前には必ずティーインググラウンド周辺に待機すること。 
５　 プレーの進行に留意し、先行組との間隔を不当にあけないように注意すること。 
６　 ラウンド中、競技者は部外者を近づけない様十分、留意すること。なお、部外者のコース内立ち入りは禁止する。 
 
 

義　務　事　項 
１　 ルールブック（2019年度版）・本競技規則・目土袋・スコップは、競技開始から終了まで必ず携帯すること。 
２　 服装は、ゴルフ場ドレスコードに準ずる。ただし、あまりにも奇抜な色使いのものなどは認めない場合がある。　 
３　 学生として、スポーツマンとして好ましからぬ言動を厳に慎むこと。 
４　 プレー中の私語は特に慎むこと。 
５　 茶髪・長髪・パーマネント等、学生の品位を疑うようなヘアースタイルでの試合参加は、厳に慎むこと。 
６  ネックレス・ピアス等装飾品は大会参加には不要なものであり、厳に慎むこと。 
７　 健康に留意のこと。体調が悪いときは即プレーを中止し、事務局に連絡すること。 
８　 事故防止に努めること。（素振りは周囲の確認をしてから・前方に人がいるときは打たない・打球する人の前には出ない） 
以上義務事項を遵守できぬ場合は、主催者により厳重な指導が行われる。 
 

保護者の方へ 
１　 スコアカード提出まで選手に声をかけないようにしてください。 
２　　コース内の立ち入りは禁止です。観戦は1番１０番のティーインググラウンド周辺及び、１８番のグリーン周辺に限り認めます。
_ 


